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平成30年12月11日

人工知能戦略に関する緊急決議

自 由 民 主 党

人工知能未来社会経済戦略本部

わが国の経済成長を持続的かつ確固たるものとするアベノミクス第3ステージにお

いて､人工知能(AI)は､イノベーション創出による生産性向上､ひいてはPB黒字化

を実現する鍵となるものであり､さらに､AIは､既存の社会構造を大きく変革すること

により､少子高齢化とそれに伴う労働力不足など､我が国の国家的な社会課題を解

決し得る重要な技術である。

AIのかかる重要性に鑑み､本本部においては､平成30年5月31日、「人工知能

を駆使した未来社会に向けて｣を取りまとめ､関係府省に対して､我が国のAI戦略

の強化･推進に向けて求められる関係施策や予算について提言してきたところであ

る。

一方､政府においては､これまで､人工知能技術戦略会議を司令塔として我が国

のAI戦略の策定を進めてきたが､世界がAIの覇権をかけて熾烈な競争を繰り広げ

る中､本年9月28日、統合イノベーション戦略推進会議は､新たなAI戦略に関する

有識者提言を公表した上で､わが国が世界に伍していくための本格的なAI政策パ

ッケージの策定に向け検討を開始したところである。

以上の動向に鑑み､本本部としては､政府に対して､特に重要性が高いと考えら

れる下記のAI関連施策について検討を加速した上で､今後政府において策定予定

のAI戦略パッケージに着実に反映させることを求める旨､決議する。

記

1AI人材基盤の確立

今後､我が国においてAIの利活用を加速するためには､技術､研究分野に加え

て､経営や実務を担うあらゆる分野において､AIを理解し､応用できる人材が活躍

する社会を構築する必要がある｡そのためには､小､中､高等学校､高専､専修

学校､大学､社会人といったあらゆるレベルでAI人材を育成するための教育シス
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